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《データ ~rt別現状報告》

( 1〕皆愁別交 (1981)とその追加l ロ羽、 tJI羽

IS81年データの－｛（！＼のみがコンピューターに入力されている． （付録参f!(lのこ
と）

198311；追加I副f.J査の明日l土、付録参！Rlのこと．

(2 ）人 1.:1~，：的制ft :/tHI' 
全kE脈経験者に給如、離婚、 /LI度、政）！台、流産、幼児死亡などについてインタ
ビュー，結決米控J9].B E2436に多数死亡している．

(3）系紙.,;Jc:[!] ヰII統・家ぷ人口火 武也、福井

80年rlfiのi91.fjをポーケンにインタビュー. PJi：向の変化を追うことで相続、系 ~1,

J別公へとつながる．系統.l).IJ査で:ft•イJ: の ii~突が判IJI]. Don Nロiともかなり関連性

がある．

l98l~f花村者をもとにして、その家肢の1延生‘死亡、結!ii~、移住を剖べること
によって、 DDの人口を 501['/j'l遡ることが可能．相続のデータと組合わせて

人口扶養力を鉱山することができる．

(4）系；ifと尿敷地との！JU係 小池、武也

;)( F口相続の場合と問織に底敷地の相続を説J:iを．
4 011三jifjにDD に住んでいた人を~iU皮人 r11：のデータから推定．彼等がどこに

{I：んでいたかをインタビュー．ほぽ判明jした. l 9 4 4>'f！の戸数は 10 4戸で

あった．

(5）民家経営 む11街
l 9 8 l '-tニは sectoranalysis だけであった. l 9 8 3年l土、農家単位の分
析との阿）jに使えるようなデータをl収集した．付録参！！日のこと．

(6）生活U!jIll! ~J'J :/f. u:l .lJil 
NS B水I.HI灯拘・耕作良家5,j¥fの家族民の行動調子f..1983.7.lOから

1984.3.1 0ぐらいまでのデータがとれるー予定．

5 1r!H'tiヨのM 日の込＜＇. ~1)(9.のデータもある．
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(7〕MongSim Ban 調査

イ．稲作 ； 付録参照．

ロ．型？業 ； 付録参照

宮川、黒田

下；；Jll 
ハ.:l"lll作 ; NS Bに二｝．地をもっDD伎民20数軒の農業廃.Dai Jy Survey 

の4軒については、スアンと問じようなデータがある．

ニ.l自｝膨.:i:：袋 ; D Dft.J辺地j杉分知関．付録毛主！被．
ホ・＊文；付録参照 足.111
へ．社会的・経済的条件 ； ほとんどを舟婦氏に依存，

(8) NS B以外の漁業生産

十tu参照 百『JI!

( 9) i'むI宅 矢野

主主資ぽ1数調査、 Q..¥¥i調査（4 2戸〉、草地調査、革サンプJレの係J阪と成文分析
など．付銭参照。

(IO) NS B以外の気象・水文

十j録参mt －
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C 11）近隣村調査

イ．ー熊情勢 ； 全 32ゃれしかし欠落データあり．完全なのは30ケ村ほど，

村長またはそれにかわる人にインタビュー．インフ＃ーマントが各村 .l;jろなの

で、 erロsscheckできず． 必川

口.!!Htl；史； j毎回、パコンがlt告取調査を行ない資料は大部分現地にある．
ハ．土地条件 ； 周辺村の地形と土成のデータ．それに、近隣村各村の農地の大

体の広がり． 服i情、小池

ニ．：交通立地条件； 車の台数、ソンテオの回数‘運賃、道路状況などのデータあ

ilii )II 
ロ．宗教・儀礼； 儀礼の観策のほか‘寺院‘儀礼、 l止界観、その変遷についてI徳
l[Y.品iJ-llf.. l 9 4 0 年代l土変化の時期ではないか？ 林

(i3）地域史

東北タイの歴史に閲する文献はほとんどない検t:Tt.タイ諮の文献のl収集、契約
の作業にとりかかっている． 林

、、

(14)現金収入源の変造

D Dit氏を1P令別、セUJ1Jに50人抽出して調査．被滞在来のlむか収入に関する
ライフヒストリーのようなもの．術以jデー夕、参考データ（i(jなものになるであ
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ろう， General informationに合まれている事柄をデータでおさえることにな

。＠

(15）稲イE失業

低剥：業のついてミクロの見地から生活｜時間調査めQ禁を使則して調べてみた

い. ii:-JJ: 

(16）栄投と衛生 ’ ， 木村、濯川

8 3 {f調従；食事調ft（定畳化の試み）．水質調査
8 4年調査； l1 Jl t 0日頃から約1ヶ月．ビタミンBl欠乏（かっけ）を中
心とした医学調査．水質調査でi也の水の水質がー寄良いことが分ったので村人
に飲む・ょうすすめてみたい．

(17) i畳敷地、地図の地図 Jヒ村． iili Jil 
8 l {Jo以降にできた家を測量した。

《テーマ }jlj分析の構~！》

(l) 「スムJ U羽

「主主絵..Ml般ーのモ平Jレのあり方l士、社会組織モデルのあり方である」という仮
説のもとに、家族のコアになるものを抽出してみたい．社会班各自のテーマとは別

に 付録に示される形に全体をまとめられればJ型怨的であると考えている．

(2〕 「村縫11'iの謀本摘想」 宮崎

対人関係の田島符｝変に対応して路地の貸借形態が変わる．成金経済に対する経梼

ttiHL l土各家族であり、向給経済のそれは親族である.DD l土、現在両容の中間に＆11
する．

経営単位あるいは経営主体がなにであるかというような問題l士、経済だけの問
題ではない．全社会11£の問題でもあるし、その結論i土．自然科学関係の分析の全体に
影響する．総合的な検討が必要であるし．また、それができるところが、木研究班の

特徴である．

'cf::.皮関数分析の予定もある（辻：Jt-)• 

〔3) 「農業の cross-sectiona l分析」

r農業の time-series 分析J 福井

応、このふたつの分析が先行し、その総合として＇ lj:_;/(Jと気象とのシュミ

レーション・モデルを考えてはどうか．

-.:ir-



(4) 「生活時間調査」

分初方針はいまだ確定せず．

(5) 「人口増加への対応」 稿井

土地、人口、相続、移住に関する分析l士、人口増加への対応という観点でまと

められはしないか？

(6) 「i'Haa Naa Di U を7者態とする？ j 福井

D D研究の全体を貫く主題として、ラーォ人とは、定着農業を生業としながら

も、たえず移動を続ける民族であること、その性向が今世紀初頭以来の人口爆発に

よって促進されたこと、と考えるのはどうか．以前に考えていた.ma rg i na I i tyの議

論を放棄するのではなく、色々な可能性を考えるという意味で．データの望月もまま

ならぬ現状でこのような議論を族関するのは、時期尚早はあるが．

《その他》

1 . 料品Jf貸総括に 26 5万円申請．

2 . そのための報告書の繊切は、 1 9 8 5年3PJ. 
3 . 夏の合宿i土中I.I:.かわって、より実質的な集中会議を9月初旬に京都で．

•1 . 原則として全員集会を月例とする.• 4月からの毎月第3金隈日の午後とする．
必欠I豆It：；；主、 4-）モ12 0 日 〈ぎ詮〉 1 t3. 3 0 
)t CSEAS 

（以.I::..文責須羽、福井）

p. s 
3月1日、 M野君が私の研究室に元気な顔を見せにきて〈れました．前日、帰

国とのこと．舟橋氏も元気とのこと．

5 01Fほと’ri,iの水田分布図としてポーケンが示した闘によると、水日j節税i土現
；庄の2分の lにも満たなかった. 1 9 5 0年代の航空写真による、と、当時の函i積i土現
犯のものとほぼ同じである．したがって． 193Q,1940年代の比較的短期間に

凶i績が急噌したと！思われる．しかし、これは側々のケースにあたってみて健かめる必
演がある．ということで， 1毎回、ウテイツ卜が調変じたところ、開閉l土健かに短期館市l
の内に進んだが、そのJill由l土‘ SoKo 1 縫保のためであった．つまり、 「検地Jが
iJHUIを一気に進めたことになるそうです．

（？，品：Jj:)
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